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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
心
あ
ら
た
に
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
昨
年

中
は
、
村
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
、
３
月
14
日
に
は
、
多

く
の
富
山
県
民
が
永
年
待
ち
望
ん
だ
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、

都
市
部
と
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
業
当
日
は
3.5
万
人
も
の
乗
客
が
新
幹
線
を
利
用
し
、
開

業
か
ら
３
カ
月
間
の
乗
客
数
は
延
べ
約
２
４
６
万
人
と
在
来

線
当
時
の
3.3
倍
に
達
し
、
当
初
の
想
定
を
大
き
く
上
回
る
な

ど
、
富
山
県
内
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
新
幹
線
の
開
業

を
き
っ
か
け
に
企
業
の
進
出
も
相
次
ぎ
、
雇
用
の
拡
大
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
北
陸
観
光
へ
の
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
、

大
き
な
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
村
で
は
、
６
月
に
新
た
に
「
舟
橋
村
の
お
酒
」

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
農
事
組
合
法
人
東
和
」
を

通
し
て
都
市
部
の
店
舗
で
舟
橋
産
米
を
取
扱
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
も
始
め
ま
し
て
、
10
月
３
日
に
は
、
神
奈
川
県
茅

ヶ
崎
市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
塩
お
む
す
び
を
配
布
す
る

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

舟
橋
産
米
の
販
路
拡
大
、
消
費
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
舟
橋
村
の
良
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
と
な
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
10
月
28
日
に
は
、
国
と
地
方
が
推
し
進
め
る
「
地

方
創
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
に
あ
た
り
、
２
０
６
０
年
ま

で
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
５
カ

年
の
目
標
な
ど
を
ま
と
め
た
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
本
戦
略
は
、「
子
育
て
共
助
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

標
と
す
る
も
の
で
、
今
年
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
将
来
に
渡
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
構
造
を
維
持
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
産
・
学
・
官
・

金
・
住
民
が
連
携
し
て
子
育
て
に
関
わ
る
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
「
も
う
一
人
産
み
た
い
」
と
思
え
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
、
出
生
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、富
山
県
を
、そ
し
て
日
本
一
小
さ
な
舟
橋
村
を
、

村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
、「
舟
橋
村
に
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

終
り
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
穏
や

か
で
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

舟
橋
村
長　

 　

金　
森　
勝　
雄

平
成
28
年 

舟
橋
村
成
人
式

　
輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を
祝
い
、
限
り
な
い
村

の
発
展
を
祈
念
す
る
「
新
年
祝
賀
式
典
」
を
左
記
の
と

お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時　
平
成
28
年
１
月
１
日
㈷　
午
前
９
時
30
分

場
所　

舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル

　
平
成
28
年
１
月
６
日
㈬
、
午
前
８
時
30
分
よ
り
役
場

前
に
て
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
、
一
斉
放
水
の
後
、
各
地
区
を
巡
回
、
消
火
栓
点
検

と
と
も
に
、
放
水
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
住
民
の
皆

様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

�

総
務
課　
喜
田　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

日
時　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～　
写
真
撮
影

　
　
　
午
前
10
時
～　
　
　
式
典

場
所　

舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル

※
該
当
者
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

�

舟
橋
会
館　
☎
４
６
４
―
１
１
２
６

消
防
出
初
式
へ
の
　
　
　
　

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

新
年
祝
賀
式
典
の
お
知
ら
せ
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運
転
免
許
証
等
と
同
様
に
、
転
出
や
転
居
で
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
、
結

婚
や
離
婚
等
で
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、記
載
内
容
を
変
更
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
窓
口
へ
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
１
月
よ
り
行
政
機
関
等
の
事
務
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
や
児
童
手
当
等
の
手
続
き
の
際
に
、
関
係
書
類
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、
保
険

会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
勤

務
先
や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
の
関
係
機
関
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ
た
り
利
用
す
る
番
号
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
て
い
る
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
り
、
む
や
み
に

他
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
取
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
も
し
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
役
場
や
警
察
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
理
由
と
し
て
、
行
政
機
関
な
ど
が
電
話
や
訪
問
に
よ
り
個

人
情
報
の
聞
き
取
り
や
手
続
き
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
電
話・
訪
問

の
例
と
し
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
必
要
と
偽
っ
て
、
個
人
の
資
産
情
報
や
金

融
機
関
の
口
座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
役
場
や
警
察
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月

日
・
性
別
・
顔
写
真
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
付
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

カ
ー
ド
で
す
。（
申
請
は
任
意
で
す
。）

　
身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
等
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
交
付
を
受

け
て
か
ら
10
回
目
の
誕
生
日
ま
で
（
20
歳
未
満
の
方
は
5
回
目
の
誕
生
日
ま

で
）
有
効
で
す
。
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
の
重
複

所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
際
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
回
収
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
よ
り

　
　

 
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が

 

始
ま
り
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
に
よ
り
無
料
で
交

付
さ
れ
ま
す

住
所
の
変
更
な
ど
の
際
は
、
通
知
カ
ー
ド
・
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
紛
失
に
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
審
な
訪
問
や

電
話
が
、
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で

　
申
請
の
方
法
は
、
主
に
次
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

①
郵
送
で
申
請
（
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。）

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
平
成
28
年
１
月
以

降
に
始
ま
り
ま
す
。

　
交
付
準
備
が
整
っ
た
方
よ
り
、
役
場
か
ら
交
付
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。

　
交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

□
交
付
通
知
書　

□
通
知
カ
ー
ド

□
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

□
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

の
３
（
ま
た
は
４
）
点
を
お
持
ち
に
な
り
、
役
場
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
本
人
確
認
を
行
い
、
暗
証
番
号
を
設
定
の
う
え
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

①
申　
　
請

②
交
付
通
知

③
受
け
取
り

皆さんのマイナンバーをお知らせする　通知カードの受け取りについて
　
通
知
カ
ー
ド
の
郵
送
は
終
了
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
り
に
な

ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
左
記
の
手

順
を
参
考
に
通
知
カ
ー
ド
を
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
の

 

受
け
取
り
手
順

①
舟
橋
村
役
場 

生
活
環

境
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い

受
け
取
り
が
で
き
る
の
は
、

世
帯
主
及
び
世
帯
員
の
方

で
す
。
代
理
人
選
任
届（
委

任
状
）
が
あ
れ
ば
、
代
理

の
方
で
も
受
け
取
り
が
で

き
ま
す
。

②
窓
口
に
て
本
人
確
認

本
人
確
認
に
は
免
許
証
や

保
険
証
等
が
必
要
で
す
。

③
通
知
カ
ー
ド
の
受

け
取
り

▲個人番号カードのイメージ
上：表面、下：裏面　　

マイナンバー
� コールセンター
0570－80－0178
ホームページ：http://
www.cas.gp.jp/jp/
seisaku/bangoseido

マイナンバー制度に
関する問い合わせは

問い合わせ先

☎�464－1121
………………………………………………
●通知カード・個人番号カー
ドに関すること

　生活環境課　田中(宏)
………………………………………………

●制度に関すること
　総務課 加藤(穣)

マイナンバー制度
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12
月
定
例
村
議
会 

開
催

議
会
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
に
つ
い
て

村
長　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
は
日
本

経
済
の
成
長
を
促
す
点
で
賛
成
す
る

が
、
第
一
次
産
業
の
農
業
は
、
農
作

物
の
価
格
引
き
下
げ
や
生
産
量
の
減

少
を
引
き
起
し
、
そ
の
作
物
を
生
産

す
る
農
家
は
収
入
減
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
。
村
で
は
、
集
落
営
農
組
織

の
法
人
化
の
促
進
や
大
型
機
械
の
導

入
補
助
等
の
支
援
対
策
の
強
化
、
米

の
消
費
拡
大
や
県
外
へ
の
販
路
拡
大

等
に
よ
り
、
農
業
経
営
能
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

質
問　
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
事

業
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　
村
で
は
、
平
成
22

年
４
月
よ
り
小
学
生
ま
で
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
は
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
を
所
得
制
限
付
き
で
実
施
し

て
い
る
。
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
保

育
料
の
第
３
子
以
降
の
無
料
化
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
6
月

か
ら
は
保
育
所
で
英
会
話
教
育
を
実

施
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
、
保

育
所
の
民
営
化
、
学
童
保
育
施
設
の

開
設
時
間
の
延
長
等
、
子
育
て
環
境

の
充
実
を
促
進
し
て
い
る
。
医
療
費

助
成
制
度
の
所
得
制
限
撤
廃
や
高
校

生
ま
で
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
実

施
の
予
定
は
な
い
が
、
子
育
て
環
境

の
創
出
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
。

一
般
質
問
の
主
な
も
の

質
問
　
防
災
力
向
上
の
た
め
の
取
組

み
に
つ
い
て

村
長
　
９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
富

山
県
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
前

回
の
平
成
22
年
に
実
施
し
た
各
参
加

機
関
の
代
表
者
等
が
出
席
し
た
反
省

会
を
実
施
し
た
が
、
今
回
は
訓
練
後

の
聞
き
取
り
を
行
い
、
総
括
し
て
い

る
。
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
自
助
意

識
を
改
め
て
啓
発
し
、
実
際
の
行
動

に
移
す
こ
と
が
で
き
た
と
確
認
し
て

い
る
。
現
在
４
箇
所
に
設
置
し
て
い

る
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
音
声
が
か
ぶ
っ
て
聞
き
取
り

づ
ら
い
事
が
懸
念
さ
れ
る
。
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
の
音
声
は
風
向
き
や
天

候
、
各
住
宅
の
仕
様
の
状
況
等
に
よ

り
、
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
増
設
の
計
画
は
な
い
。

質
問
　
防
災
訓
練
に
つ
い
て

総
務
課
長　
要
援
護
者
の
安
否
確
認

に
つ
い
て
、
便
宜
上
自
治
会
長
へ
確

認
し
た
が
、
実
際
の
災
害
時
は
、
地

区
担
当
の
民
生
委
員
、
児
童
委
員
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て
安
否
を
確
認
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
今
回
の
訓

練
は
限
ら
れ
た
時
間
で
多
数
の
機
関

の
協
力
の
も
と
、
多
項
目
の
訓
練
を

同
時
実
施
し
た
。
二
次
避
難
所
到
着

時
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
訓

練
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
万
が

一
の
際
は
避
難
経
路
に
お
け
る
状
況

の
聞
き
取
り
・
避
難
者
の
状
況
報
告

を
実
施
す
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

質
問
　
舟
橋
村
の
名
所
旧
跡
の
看
板

設
置
に
つ
い
て

教
育
長
　「
文
化
的
価
値
や
考
古
学

的
価
値
の
高
い
も
の
を
整
備
し
わ
か

り
や
す
く
し
て
、
児
童
生
徒
や
村
民

に
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
基
本
的
価
値
を
次
世

代
に
伝
達
し
て
い
く
」事
の
重
要
性・

必
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

看
板
設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
場
所

や
表
示
内
容
・
維
持
管
理
方
法
等
を

慎
重
に
検
討
す
る
課
題
が
あ
る
。
ま

ず
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
わ
か
り
や

す
い
形
で
順
次
公
開
し
、
改
め
て
検

討
し
て
い
く
。

質
問
　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
生
活
環

境
の
整
備
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　
村
で
は
高
齢
者
が

外
出
す
る
交
通
手
段
の
支
援
施
策
と

し
て
、
H

22
．
7
月
よ
り
「
高
齢
者

運
転
免
許
自
主
返
納
者
生
活
支
援
事

業
」
を
実
施
。
ま
た
舟
橋
村
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
H

26
．
4
月
か
ら

「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
い
る
。

地
方
鉄
道
定
期
券
補
助
は
検
討
し
て

い
く
が
、
地
鉄
駅
か
ら
目
的
地
ま
で

の
２
次
交
通
に
課
題
が
あ
る
。
高
齢

者
の
外
出
支
援
事
業
は
重
要
な
サ
ー

ビ
ス
施
策
で
あ
り
、
効
率
性
・
利
便

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
福
祉
協

　
12
月
定
例
村
議
会
が
12
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、

今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
認
識
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

な
ど
６
議
案
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

竹
島
貴
行
、
川
﨑
和
夫
、
吉
川
孝
弘
、
森
弘
秋
、
田
村
馨
、

の
各
氏
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［平成27年度補正予算］
●一般会計
　補正額　2,839万２千円の増額（累計　17億7,974万１千円）

〈主な補正〉　・駅前駐車場整備費用� 1,223万５千円
　　　　　　・農業経営体支援事業補助金� 138万８千円
　　　　　　・舟橋駅前公園整備費用� 410万円
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
に
つ
い
て

受
付
期
間

平
成
28
年
１
月
５
日
㈫
～
15
日
㈮

受
付
場
所

役
場
生
活
環
境
課　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

学
童
保
育
室　
　
　
☎
４
６
３
―
６
５
６
６

対
象
児
童

　

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
、

小
学
校
１
～
３
年
生
の
児
童

※
４
～
６
年
生
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
情

が
あ
る
場
合
に
の
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

学
童
保
育
時
間

　
・
月
曜
日
～
金
曜
日　
午
後
２
時
～
７
時

（
学
校
の
行
事
等
で
午
後
２
時
前
の
下
校
日
に
つ

い
て
は
、
下
校
時
間
に
合
わ
せ
随
時
対
応
し
ま

す
。）

　
・
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
・
学
校
休
業
日
、
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み　

　
　
午
前
８
時
～
午
後
７
時

休
　
　
日

日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～
８
月
16
日
、
12
月
29

日
～
１
月
３
日

利 

用 

料

【
午
後
６
時
ま
で
の
利
用
】

・
半
日
（
放
課
後
）
の
利
用
料

　
　
１
回
５
０
０
円

（
利
用
料
４
０
０
円
、
お
や
つ
代
等
実
費
１
０
０
円
）

・
一
日
（
学
校
休
業
日
）
の
利
用
料

　
　
１
回
１
、０
０
０
円

（
利
用
料
８
０
０
円
、
お
や
つ
代
等
実
費
２
０
０
円
）

　

た
だ
し
、
月
の
上
限
額
を
５
、０
０
０
円
（
８
月

の
み
７
、０
０
０
円
）
と
し
ま
す
。

【
午
後
６
時
～
７
時
ま
で
の
利
用
】

　
１
回
３
０
０
円

※
午
後
６
時
～
７
時
ま
で
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
上
限
額
を
定
め
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
学
童
保
育
利
用
申
請
書
を
期
日
ま
で
提
出
下
さ
い
。

（
申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
又
は
学
童
保
育
室
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
廣
瀬　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

★
新
１
年
生
は
４
月
１
日
よ
り
利
用
で
き
ま
す

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

舟
橋
村
申
告
相
談
の
日
程

●
２
月
15
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫　

�

（
土
・
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

●
役
場
２
階　
視
聴
覚
室　
午
前
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
２
月
号
で
、
く
わ
し
い
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
泉　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

魚
津
税
務
署

�

確
定
申
告
相
談
会
場
の
ご
案
内

魚
津
税
務
署　
５
階
申
告
会
場

　

（
魚
津
市
新
金
屋
1
丁
目
12
番
31
号　
魚
津
合
同
庁
舎
）

期　
　
間
：
２
月
８
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫

受
付
時
間�

：
午
前
９
時�

～
午
後
４
時



（
土
・
日
曜
及
び
祝
日
は
除
く
）

　
期
間
中
、
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
会
場
は
、
税
務
署
職
員
の
ほ
か
北
陸
税
理
士
会

魚
津
支
部
の
ご
協
力
を
得
て
開
設
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　



魚
津
税
務
署　
☎
０
７
６
５
―
２
４
―
１
３
７
０
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

　
舟
橋
村
保
育
所
の
生
活
発
表
会
が
、
舟

橋
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

１
２
８
名
が
日
頃
の
生
活
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
年
長
児
の
そ
ら
組
、
年
中
児

の
ほ
し
組
に
よ
る
合
奏
や
、
０
歳
か
ら
年

長
児
ま
で
、
表
現
遊
び
や
劇
を
披
露
。
少

々
緊
張
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
一
人

が
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
発
表
会
で
し

た
。

　
富
山
地
方
鉄
道
越
中
舟
橋
駅
前
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。
村

の
玄
関
口
が
約
１
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
電
球

で
「
日
本
一
ち
っ
ち
ゃ
な
舟
橋
村
」
の
看

板
を
中
心
に
、
立
山
連
峰
の
雪
解
け
水
が

村
内
の
京
坪
川
と
細
川
に
注
ぐ
姿
を
表
し

て
い
ま
す
。
電
飾
は
２
月
末
ま
で
、
日
没

か
ら
午
後
11
時
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
交
通
安
全
夜
間
対
策
教
室
が

役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
舟
橋
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
上
市
警
察
署
の
高
廣
交
通
課
長
の
講

話
を
聞
き
、
靴
の
側
面
に
反
射
材
の
取
り

付
け
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歩
行
者
の
着

て
い
る
服
の
色
や
反
射
材
の
有
無
に
よ
っ

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
見
え
方
が
違
う

こ
と
を
実
験
で
確
認
し
、
反
射
材
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
12
月
４
日
㈮
～
10
日
㈭
ま
で
の
７
日

間
、『
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世

紀
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち　
育

て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
た
「
第
67
回
人

権
週
間
」。
県
内
で
は
様
々
な
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
舟
橋
村
の
人
権

擁
護
委
員
さ
ん
は
駅
前
で
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

通
勤
通
学
で
行
き
交
う
皆
さ
ん
に
、
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
ま
し
た
。

舟
橋
村
保
育
所

　�

生
活
発
表
会
　
開
催

　
交
通
安
全
夜
間
対
策
教
室
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た

　『
第
67
回
人
権
週
間
』

�

街
頭
啓
発
活
動

12
月
５
日
㈯

12
月
１
日
㈫

12
月
２
日
㈬

12
月
４
日
㈮
～
10
日
㈭

　
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

62016.1　ふなはし



だ
所
に
ひ
っ
そ
り
残
っ
て
い
る

の
で
す
。大
正
８
年
と
言
え
ば
、

ま
だ
佛
生
寺
地
内
に
小
学
校
が

あ
っ
た
時
代
の
事
で
す
。
昭
和

12
年
に
現
在
地
竹
内
地
内
に
小

学
校
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
48
年

南
隣
に
鉄
筋
の
小
・
中
学
校
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

小
学
校
の
変
遷
を
見
守
り
な
が

ら
96
年
間
今
も
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
小
学
校
校
門
は
昭
和
12
年
に
小
学

校
が
建
設
さ
れ
た
折
、
帝
国
在
郷
軍
人
分

會
舟
橋
村
分
會
よ
り
昭
和
12
年
４
月
寄
附

さ
れ
た
こ
と
が
、
門
柱
の
プ
レ
ー
ト
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
学
校
敷
地
の

北
側
中
央
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
校
舎

新
築
時
に
現
在
地
へ
据
え
ら
れ
た
も
の
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
約
40
年
間
気

付
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
生
粋
の
舟
橋
村

民
な
の
に
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
も
、
村
史
編
纂
に
携
わ
っ
た
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

涅ね
は
ん槃
団だ
ん
ご子

　
毎
年
佛
生
寺
地
区
で
は
涅
槃
団
子
作
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
３
月
６

日
同
所
の
大
願
寺
に
20
数
名
の
あ・

ね・

は・

ん・

（
一
部
昔
の
あ
ね
は
ん
含
む
）
の
方
々
が

集
ま
り
、
手
際
よ
く
白
、
黄
、
ピ
ン
ク
、

緑
の
団
子
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
粉
に
し
た

う
る
ち
米
に
お
湯
で
溶
か
し
た
食
紅
を
入

れ
餅
つ
き
機
で
捏
ね
、
そ
れ
を
さ
ら
に
手

で
捏
ね
、
伸
ば
し
、
団
子
大
に
ぶ
つ
切
り

さ
れ
た
も
の
を
一
個
一
個
手
で
丸
め
、
蒸

し
器
で
蒸
し
、
テ
ー
ブ
ル
に
広
げ
扇
風
機

の
風
を
当
て
て
さ
ま
し
、
乾
燥
さ
せ
て
完

林　
　
伸　
夫
（
は
や
し　
の
ぶ
お
）

編
纂
室　
事
務
職
員

舟
橋
村
海
老
江
在
住

た
人
は
病
気
に
な
ら
な
い
」「
三
粒
腰
か

ら
下
げ
て
山
菜
採
り
に
行
く
と
マ
ム
シ
に

噛
ま
れ
な
い
」
等
々
あ
る
そ
う
で
す
。
団

子
の
色
は
、
お
釈
迦
様
の
骨
が
５
種
類
の

色
に
輝
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
来
て

い
る
ら
し
い
で
す
が
、
仏
教
で
い
う
五
大

（
地
、
水
、
火
、
風
、
空
）
を
表
し
、
黒
、

白
、
赤
、
黄
、
青
色
の
団
子
を
作
る
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
黒
色

（
茶
、紫
）を
除
く
４
色
が
多
い
よ
う
で
す
。

色
々
な
神
様
を
敬
う
信
仰
心
の
厚
い
富
山

県
で
は
、
涅
槃
団
子
を
毛
糸
で
編
ん
だ
袋

に
入
れ
て
、
子
ど
も
に
お
守
り
と
し
て
持

た
せ
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。最
近
で
は
、

ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
私
も
小
さ
い
頃
、
母
か
ら
も
ら

っ
て
ラ
ン
ド
セ
ル
に
着
け
て
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

舟
橋
村
史
完
成
間
近

　
舟
橋
村
史
編
纂
室
の
事
務
職
員
と
し
て

２
年
間
、
編
纂
委
員
の
方
々
の
お
手
伝
い

と
の
思
い
で
し
た
が
、
委
員
の
方
々
と
一

緒
に
い
ろ
ん
な
資
料
を
調
べ
て
い
る
中

で
、
今
ま
で
何
気
な
く
思
っ
て
い
た
事
を

よ
り
正
確
に
知
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
舟
橋
村
史
も
多
く
の
編
纂
委
員
や
村
民

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
間
も
な
く
完
成

予
定
で
す
。
舟
橋
村
の
歴
史
を
辿
る
と
共

に
新
た
な
舟
橋
村
を
見
つ
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

成
。
こ
の
工
程
が
実
に
手
際
よ
く
慣
れ
た

手
付
き
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日

使
用
し
た
米
の
量
は
、
一
昨
年
よ
り
10
㎏

減
ら
し
て
30
㎏
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
団

子
は
、
３
月
８
日
の
涅
槃
会
の
際
に
参
拝

者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
佛
生
寺
地
区
で
の

涅
槃
団
子
作
り
は
、
記
録
が
な
い
の
で
確

か
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
願
庵

が
で
き
た
安
政
年
間
か
ら
だ
と
す
る
と
１

５
０
年
以
上
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
信
仰
心
の
厚
さ

は
、
地
区
の
名
前
に
も
由
来
し
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
涅
槃
団
子
は
、
旧
暦
の
２
月
15
日
、
お

釈
迦
様
の
命
日
に
行
わ
れ
る
法
要
「
涅
槃

会
」
で
参
拝
者
に
配
ら
れ
る
お
団
子
の
こ

と
で
す
。
こ
の
風
習
は
北
陸
地
方
の
寺
で

見
ら
れ
る
光
景
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
涅

槃
団
子
は
お
釈
迦
様
の
舎し

ゃ
利り

（
遺
骨
）
に

例
え
ら
れ
、
無
病
息
災
や
交
通
安
全
、
厄

除
け
な
ど
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
涅
槃
団
子
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え

も
多
く
あ
り
、「
こ
の
団
子
を
多
く
拾
っ

今
も
残
る
舟
橋
尋
常
小
学
校
校
門

　
私
の
家
か
ら
舟
橋
駅
へ
歩
い
て
行
く
と

舟
橋
中
学
校
正
門
、
舟
橋
小
学
校
正
門
前

を
通
り
ま
す
。
舟
橋
小
学
校
正
門
前
を
過

ぎ
て
校
庭
を
見
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
門
柱
が
目
に
入
り
ま
す
。よ
く
見
る
と
、

一
方
に
は
大
正
８
年（
１
９
１
９
）10
月
、

も
う
一
方
に
は
寄
附
者
の
名
前
が
彫
っ
て

あ
り
ま
す
。
旧
舟
橋
村
誌
を
読
む
と
大
正

８
年
11
月
に
雨
天
体
操
場
並
び
に
教
室
一

棟
が
落
成
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
寄
贈
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
の
小
学
校
校
門
よ
り
道
沿
い
に

舟
橋
駅
へ
向
か
っ
て
約
20
メ
ー
ト
ル
進
ん

村
史
に
拾
う　
⑲

日
々
新
た
な
発
見
Ⅱ

�

村
史
編
纂
室　

林　
　
伸
夫

今も小学校の子ども達を見守る門柱

ねはん団子づくりをする佛生寺地区の皆さん

ふなはし　2016.17



舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー １月

講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴） 親子・一般

 7日㈭・１4日㈭
2１日㈭・28日㈭

１9：45～
　2１：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ　　
スポーツ 年中・年長 12日㈫・19日㈫

26日㈫        
17：00～
　� 18：00 舟橋村役場 ３階 2,000円/月

フラダンス 一 般 13日㈬・20日㈬
27日㈬        

１3：30～
　� １4：30 舟橋会館 研修室４ 500円/回

やさしいヨガ 一 般 19日㈫・26日㈫ １0：00～
　� １１：00 舟橋会館 大広間 300円/回

健康教室 一 般  8日㈮・22日㈮  9：30～
　� １１：00 舟橋会館 研修室４ 200円/回

キンボール

小学生

 9日㈯・16日㈯
23日㈯・30日㈯

１4：30～
　� １6：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
１3日㈬・20日㈬
27日㈬        

１8：30～
　� 20：30

中学生以上

 9日㈯・16日㈯
23日㈯・30日㈯

１5：00～
　� １8：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
１3日㈬・20日㈬
27日㈬        

１8：30～
　� 20：30

会員限定

〈問い合わせ先〉▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ）
　☎ 090－3298－1456▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）　月～金 8：30～17：00
　☎ 464－1126

日時　１月31日㈰  　　
場所　舟橋村役場　３階

参加費等は、チラシを参照ください。

麻 雀 大 会

１月10日は　110番の日
〜110番は緊急通報電話です！〜

○ 泥棒に入られた！（泥棒を見た！）
○ ひったくり（置引）にあった！
○ けんかをしている！（暴行を受けた！）
○ 交通事故が起きた！
○ 道路に寝ている人がいる！
○ 不審な者がいる！
○ その他、緊急に警察官に来て欲しい！

緊急でないときは「♯ 9110」
（警察本部の相談電話）をはじ
めとする各種相談電話の窓口、
または
　上市警察署へ472-0110

こんなときは、
迷わず
 １１０番を!!

〜通報場所の住所がはっきりわからないときは〜
　※「電柱」があれば場所がわかります！ 北陸電飾のマーク付きのプレー
　　トを読み上げてください。（係員がお尋ねします。）

110一口メモ

82016.1　ふなはし



Informationお知らせ
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

 
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

�

を
交
付
し
ま
す

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

左
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
税

法
上
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ

れ
ば
、
所
得
税
や
住
民
税
（
村
県
民
税
）

の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
認
定
を
受
け
る
に
は
？

　
・
印
鑑

　
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
で
申
請

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

○
申
請
で
き
る
人
は
？

　
・
本
人
ま
た
は
親
族
の
方

　

認
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
所
得

税
や
住
民
税
（
村
県
民
税
）
の
申
告
の
際

に
提
示
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
認
定
書
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
は
、
村
で
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

を
確
認
し
ま
す
。
該
当
し
な
い
場
合
は
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
非
該
当
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

［
認
定
の
基
準
］

障
害
者

身
体
障
害
者
（
3
～
6
級
）
に
準
ず
る

要
介
護
２
以
上
で
、
か
つ
、
障
害
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ｂ
１
以
上
の

方
知
的
障
害
者
（
軽
度
・
中
度
）
に
準
ず
る

要
介
護
２
以
上
で
、
か
つ
、
認
知
症
高

齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
ａ
以
上

の
方

特
別
障
害
者

身
体
障
害
者
（
１
、
２
級
）
に
準
ず
る

要
介
護
４
以
上
で
、
か
つ
、
障
害
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ｂ
２
以
上
の

方
知
的
障
害
者
（
重
度
）
に
準
ず
る

要
介
護
３
以
上
で
、
か
つ
、
認
知
症
高

齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅲ
ａ
以
上

の
方

※�

認
定
基
準
日
は
、
平
成
27
年
12
月
31
日

現
在
の
状
況
で
判
定
し
ま
す
。

［
所
得
控
除
額
］

・
障
害
者　
所
得
税�

27
万
円

　

�

住
民
税（
村
県
民
税
）26
万
円

・
特
別
障
害
者

　
　
　
　
　
所
得
税�

40
万
円

�

住
民
税（
村
県
民
税
）30
万
円

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
生
活
環
境
課　
樫
井

�

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

～新成人の皆さんへ～　20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというとき
の生活を、現役世代みんなで支えようという考え
で作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険
料を納め続けることで、年をとったときや、病気
やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、年金を受け取ることができる制度
です。
国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していま
すし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほ
か障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のあ

る配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
　学生の方は、一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学

（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限1年以上である
課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方
です。
★「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人及び配偶
者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。

　問い合わせ先　魚津年金事務所
　　　　　　　　☎ 0765－24－1494

9 ふなはし　2016.1



介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

　
　
介
護
保
険
料
Ｑ
＆
Ａ

介
護
保
険
料
は
、
今
後
も
毎
年
同
じ
金

額
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
？

　
介
護
保
険
料
は
、
3
年
ご
と
に
見
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

介
護
保
険
料
は
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
の
介
護
給
付
費
必
要
額
を
も
と

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
は
前
年
分
の
所
得

や
住
民
税
の
課
税
状
況
、
4
月
1
日
の
世

帯
状
況
に
よ
り
保
険
料
額
の
段
階
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
所
得
等
に
変
更
が
あ
り
、

段
階
が
変
わ
れ
ば
、
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
額
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
65
歳
に
な
っ
た
ら
年

金
か
ら
の
天
引
き
に
な
る
の
で
は
な
い

で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
年
金
受
給
者（
年
額
18
万
円
以
上
の
方
）

は
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で

す
が
、
特
別
徴
収
が
始
ま
る
ま
で
に
は
、

少
な
く
と
も
6
ヵ
月
以
上
の
日
数
を
要
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

何
歳
ま
で
、
介
護
保
険
料
を
納
め
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
は
、
介
護
が
必

要
に
な
れ
ば
、
何
歳
に
な
っ
て
も
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
料
も
年
齢
に
関
係
な

く
、
毎
年
納
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆ 

１
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
特
別
徴
収　
あ
り
ま
せ
ん
（
次
回
は
2

月
の
公
的
年
金
支
払
い
時
に
天
引
き
さ

れ
ま
す
。）

・
普
通
徴
収　
第
7
期
（
2
月
1
日
㈪
納

期
限
）（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方

は
、
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

�

介
護
保
険
課 

☎
４
６
４
―
１
３
１
６

ひ
き
こ
も
り
等

�

家
族
相
談
の
ご
案
内

　
ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て
い

る
ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ
う
に

専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守

り
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
　
時　
平
成
28
年
1
月
27
日
㈬

　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

　
　
　
　
午
後
3
時
30
分
～
5
時

内
　
容

　
家
族
相
談
（
座
談
会
）

　
　

�

お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の

サ
ポ
ー
ト

　
個
別
相
談
（
希
望
者
）

場
　
所　
富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

助
言
者　
臨
床
心
理
士

※�

相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　

�

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
地
域
保
健
班

　
　
　
　
上
市
町
横
法
音
寺
40

�

☎
４
７
２
―
０
６
３
７

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

●
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

（
他
市
町
村
の
転
出
証
明
書
、
印
鑑
）

●
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
（
会

社
を
や
め
た
証
明
書
、
印
鑑
）

●
既
に
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、

お
子
様
が
生
ま
れ
た
と
き
（
保
険
証
、

母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
）

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

（
保
護
廃
止
決
定
通
知
書
、
印
鑑
）

【
国
保
を
や
め
る
と
き
】

●
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
（
保
険

証
、
印
鑑
）

●
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

（
保
険
証
、
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険

証
、
高
齢
受
給
者
証
、
印
鑑
）

●
国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡

を
証
明
す
る
も
の
、
保
険
証
、
印
鑑
）

　
ま
た
窓
口
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
免
許
証
等
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
他
の

健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
（
最
高
で

3
年
間
）
か
ら
加
入
と
な
り
、
保
険
税
も
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
は
速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
生
活
環
境
課　
小
山

�

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

舟
橋
村
国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

 

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
14
日
以
内
に

�

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
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〜舟橋村国民健康保険にご加入の方へ〜

人間ドック助成のご案内
　ふだん自分の健康に自信がある人でも、働き盛りや人生の円熟期にさしかかる
と、心臓病、糖尿病などの生活習慣病が発症しやすくなってきます。
　舟橋村国民健康保険では、被保険者の皆様の健康増進、また病気の早期発見や
予防を目的として、人間ドックの助成を行います。

助成の対象となる人

手続きのしかた

助成金額

・舟橋村国民健康保険の被保険者であり、特定健診の必須項目が全て含まれている人間
ドック（半日ドック）を受診された方。

　（※ただし、国民健康保険税および村税を滞納していない世帯の方）

医療機関で受診した後、生活環境課窓口にて請求手続きをしてください。
＜手続きに必要なもの＞
□ドック受診費用の領収書
□健診結果の写し
□振込先のわかるもの（ゆうちょ銀行以外）
□印鑑　
□国民健康保険被保険者証

★被保険者１人につき、４月１日から翌年の３月31日までの間、１回の助成となります。
★同一年度内に受診されたものが対象となります。
★医療機関は問いません。
★この助成事業を利用される場合、人間ドックの健診結果の写しを生活環境課に提出し
ていただきます。なお、提出された健診結果につきましては、適切に個人情報を保護
した上で健康増進及び疾病予防等の目的に利用させていただきます。

上限10,000円

問い合わせ先　生活環境課　小山　☎�464－1121

11 ふなはし　2016.1



行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

1月  8日㈮
1月22日㈮ 午前9：00～11：00 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方以
外は参加費が必要です
・詳細は、保健師までお問い
合わせください

健 康 相 談
（担当：保健師・管理栄養士）

相談を希望される方 1月  8日㈮
1月22日㈮ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

乳 幼 児
健 康 診 査

・4か月児のお子さん
・1歳6か月児のお子さん 1月20日㈬ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 1月20日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 1月20日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成24年9月生まれの
お子さん 1月28日㈭ 午後1：00～1：30 上市町保健福祉

総合センター
・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方

受診券をご持参ください。
手元に受診券がない方は、役場生
活環境課までご連絡ください。

県内の婦人科病
院（県立中央病
院と富山大学附
属病院を除く）

＊詳細については受診券等を
ご覧ください
※肺・胃・大腸・子宮・乳房
がん検診は、「富山県健康
増進センター」で受けるこ
とも可能です
※胃検診の内視鏡検査を希望
される方は、検診機関にご
相談ください

肺・胃・大腸・乳房
が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以
上の方で希望される方
乳房：30歳以上の方で
希望される方

「かみいち総合
病院」
「済生会富山病
院」

【問い合わせ先】生活環境課　保健師まで　☎�４６４－１１２１

健康診査・教室・予防接種等のお知らせほけんだより

　
冬
場
に
な
る
と
転
倒
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま
す
。
全
国
の
要
介
護
度
認
定

の
原
因
の
10
％
を「
転
倒・骨
折
」が
占
め
て
お
り
、舟
橋
村
に
お
い
て
は
、

10.5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
60
歳
以
上
の
方
の
転
倒
場
所
の
第
1

位
は
室
内
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
冬
場
の
転
倒
原
因
は
、「
寒
暖

の
差
」
に
よ
る
ふ
ら
つ
き
め
ま
い
、「
寒
さ
」
で
筋
肉
や
神
経
が
思
う
よ

う
に
動
か
な
い
こ
と
や
、「
暗
が
り
」
で
見
え
な
い
こ
と
、「
電
器
コ
ー
ド

や
マ
ッ
ト
」
が
障
害
に
な
る
こ
と
、「
厚
着
」
で
動
き
に
く
い
こ
と
等
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。「
滑
り
や
す
い
路
面
」
も
要
注
意
で
す
。
今
回
は
、
転

ば
な
い
足
腰
を
作
る
た
め
の
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ
」
よ
り

　
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
保
健
師　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

テ
ー
マ

冬
場
の
転
倒
に
注
意
!!

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場 

�

湯
ゆ

浅
あさ

樺
か

菜
な

ちゃん
� （舟橋）

12月に
１歳６か月児

健康診査を受けた
お友達

転倒予防体操：ロコトレ
①バランス能力をつけるロコトレ「片脚立ち」
　左右１分間ずつ、１日３回行いましょう。

②下肢筋力をつけるロコトレ「スクワット」
　深呼吸をするペースで５〜６回繰り返します。
１日３回行いましょう。

転倒しないように必ず
つかまるものがある場
所で行いましょう。

床につかない程度に、
片脚を上げます。

肩幅より少し広
めに足を広げて
立ちます。つま
先は30度くら
い開きます。

スクワットができな
いときは、イスに腰
かけ、机に手をつい
て立ち座りの動作を
繰り返します。

膝がつま先より前に出ない
ように、また膝が足の人差
し指の方向に向くように注
意して、おしりを後ろに引
くように身体をしずめます。

30度ずつ
　　 開く
つま先は
30度ずつ開く

膝が出ない
ように注意

机に手をつかずにできる
場合はかざして行います

《ポイント》
★ 姿勢をまっすぐに行う。
★ 支えが必要な方は、注意

して机に手や指をつく。

1 2

《ポイント》
★ 息を止めない。
★ 膝に負担がかか

らないよう、膝
は90度 以 上 曲
げない。

★ 太ももの前や後
ろの筋肉にしっ
かり力が入って
いるか、意識し
ながらゆっくり
行う。

★ 支えが必要な方
は、注意して机
に 手 や 指 を つ
く。
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こんにちは図書館です
☎・FAX：463－5831　開館時間：平日 10：00〜19：00（11月〜3月は10：00〜18：00）　土・日 10：00〜17：00

休 館 日：月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日   　　　　

新 着 図 書

・はなちゃん12歳の台所
　－その後の、『はなちゃんのみそ汁』� 安武　はな
・毎日おいしい豆レシピ
　－昔ながらも今どきも。
� おいしく食べれば体がよろこぶ－　　
� 堤　人美
・ファミリーヒストリー
　－家族史の調べ方・まとめ方－� 宮　徹
・老いを超える生き方　－禅的人生の英知－
� 枡野　俊明

・運命の花びら　上・下� 森村　誠一
・下町ロケット２　ガウディ計画� 池井戸　潤
・復讐屋成海慶介の事件簿� 原田　ひ香
・冬の光� 篠田　節子

・天使がいっぱい� 長谷川　集平
・よるのとしょかんだいぼうけん� 村中　李衣
・5000億の銀河と700垓の星をもつ宇宙
　（びっくりカウントダウン）� ポール・ロケット
・「エルマーのぼうけん」をかいた女性
　　ルース・Ｓ・ガネット� 前沢　明枝

一般書

小説・エッセイ

児童書

その他多数新着図書あります。

ようこそ 子育て支援センター『ぶらんこ』へ
利用時間：平日９時～16時　　場所：役場２階　　☎ 464－1121（内線45）

１月のさくらんぼくらぶも

� おたのしみがいっぱい♪

　14日は毎回大好評、 島倉先生のママビ
クス です。
　今回が５回目になりますが、初めての方も
大歓迎！先生おすすめの骨盤トレーニングを
含む産後の親子ビクス、この機会にぜひ一度、
ご体験ください！

ぶらんこの利用時間は平日の９時～16時だよ！
毎日10時半からの「ぶらんこタイム」では保育
士スタッフと一緒に手遊びやリズム体操などを
やっています♪
毎週木曜日のぶらんこタイムは、みんなのお楽し
み“さくらんぼくらぶ”！みんなで遊びにきてね♪

おはなし会
◦イソップの会　おはなし会
　1月16日㈯　午後 ２ 時～
◦ちっちゃな ちっちゃな おはなし会
　1月10日㈰　午前11時～
　1月17日㈰　午前11時～
　1月24日㈰　午前11時～

1月のさくらんぼくらぶ

７日　ホールで遊ぼう
14日　 島倉先生のママビクス
21日　ホールで遊ぼう
28日　出前お話し会

本年もどうぞ宜しく
お願い致します。

１月５日㈫より
� 通常通り開館します

明けまして
　おめでとう
� ございます！

13 ふなはし　2016.1



■
編

集
／

舟
橋

村
役

場
　

〒
930－0295 富

山
県

中
新

川
郡

舟
橋

村
佛

生
寺

55番
地

　
　

　
　
☎

：
076－

464－
1121㈹

　
FAX：

076－
464－

1066
　

　
　

　
 E-mail：

info@vill.funahashi.toyama.jp　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://www.vill.funahashi.toyama.jp
■

発
行

／
平

成
28年

１
月

１
日

■
印

刷
／

と
う

ざ
わ

印
刷

工
芸

㈱
広
報
 ふ
な
は
し
  １
月
号

編
集
後
記

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
と
同
様
に
日
の
出
写
真
と

し
ま
し
た
。
12
月
は
例
年
の
厳
し
い
寒
さ
が
な
く
、

冬
景
色
の
写
真
が
撮
れ
な
く
、
何
日
か
挑
戦
し
ま
し

た
。
刻
々
と
日
が
昇
る
様
子
を
撮
る
の
は
、
な
か
な

か
趣
の
あ
る
も
の
で
、
清
々
し
い
気
分
で
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
丙
申
（
ひ
の
え
さ
る
）」

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
頑
張
り
が
形
と
な
っ
て
現
れ
て

く
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
積
み
重

ね
が
、
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て
現
れ
る
と
良
い
で
す

ね
。

　

１
月
は
寒
の
入
り
で
、

最
も
寒
い
時
期
と
な
り
ま

す
。
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
、
や
わ
や
わ
元
気
に

健
康
で
過
ご
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。�

お
村の人口（12月１日現在）

前年同月

人口 3,018 （－3） 3,069
男 1,468 （±0） 1,491
女 1,550 （－3） 1,578

世帯数 1,001 （－1） 1,004
（　　）は前月比

１ 月 納 税
村県民税　４期分
国民健康保険税　７期分
後期高齢者医療保険料　７期分
水道料

お支払は便利な口座振替を
ご利用ください

平成28年1月ごみ収集日表 ゴミ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）　☎ 464－1121

日 月 火 水 木 金 土
1

元　旦
2

3 4

燃やせるごみ
5
プラスチック製

容 器 包 装

6

燃やせるごみ
7

燃やせないごみ
8

燃やせるごみ
9

10 11

成人の日
12
プラスチック製

容 器 包 装

13

燃やせるごみ
14

びん・缶
15

燃やせるごみ
16

17 18

燃やせるごみ
19
プラスチック製

容 器 包 装

20

燃やせるごみ
21
燃やせないごみ
古紙類

22

燃やせるごみ
23

24 25
燃やせるごみ
剪定枝回収

26
プラスチック製

容 器 包 装

27

燃やせるごみ
28 びん・缶

ペットボトル
紙製容器包装

29

燃やせるごみ
30

31 2/1

燃やせるごみ
2
プラスチック製

容 器 包 装

3

燃やせるごみ
4

燃やせないごみ
5

燃やせるごみ
6

※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
※１日㈮・11日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。
※ごみは、収集日当日８時までに、決められた場所へ出してください。

【 おめでた／おしあわせに／おくやみ】
欄について

　広報ふなはしの「おめでた／おしあわせに／
おくやみ」欄は、プライバシー保護のため、ご
本人・ご家族からの依頼があった方のみ掲載し
ております。掲載を希望される方は、届出の際
に窓口で申し出てください。

お
め
で
た

●

赤
井　
和
之　

 

颯
太 　
（
竹　
内
）

●

大
井　
仁
一　

 

翔
太 　
（
稲　
荷
）

古紙類収集の実施について
収集日時　１月21日（木）（ ）各地区で指定された時間

内に出してください。
収集場所　各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対 象 物　新聞類・ダンボール・雑誌
・金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含まれて

いるもの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象外です。

古紙類の出し方について
・ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集場所

では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎にまとめ
て置いてください。

・ 毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同されないよう、
各ご家庭で正しく分別してから出してください。
問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）　☎ 464－1121

お
く
や
み

●

明
和　
修
健�

（
海
老
江
）

お
し
あ
わ
せ
に

増
田　
　
誠�
（
竹　
内
）

石
屋
み
さ
き�

（
竹　
内
）

（
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